
不正咬合について
上顎前突

下の歯に対し上の歯が突出している状態

（原因）

先天的遺伝的要素、口呼吸、口唇癖（下唇をか
む癖）、指しゃぶり 等

反対咬合・下顎前突

上の歯に対し下の歯が突出している状態

（原因）

先天的遺伝的要素、口唇癖（上唇をかむ癖）、
異常な上唇圧 等

叢生

乱杭歯

（原因）

先天的遺伝的要素（顎が小さく歯が並ばない）等

開咬

奥歯は咬んでいるが、前歯は咬まない状態

（原因）

先天的遺伝的要素、弄舌癖（上と下の歯の間に
舌を挟む癖）、指しゃぶり等

正中離開

上の歯の前歯の間に隙間ができている状態

（原因）

先天的遺伝的要素、上唇小帯（上の１番目と１番目
の間の上唇から続くスジ）、上顎正中過剰埋伏歯の
存在の可能性等

学校歯科健康診断後、歯・口の健康診断結果のお知らせの用紙に、
「治療や診断の必要があります。」「受診することが望ましい状態です。」
にチェック☑がある場合は歯科医院を受診し、歯科医師の相談を受けてくだ
さい。


	スライド 1: 　不正咬合について

